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近世秋田における鉱山労働について

－鉱山史資料による覚書的所見一

木崎和広

はじめに

秋Ill県は近世以来、金、銀、銅Illを有する特色ある

歴史をもっているが、その鉱山経営の変遷の実態や、

それとかかわった地域生活史は充分解明されていない。

特に直接的に鉱山の盛衰と運命をともにし、鉱山その

ものを稼動させた労働者の実態や、峨能的技術の系譜

と変遷、さらには具体的な作業内容等、不明の点が多

く、生業、労働習俗としての民俗学的調査研究もいま

だみるべき成果を得ていない現状である。

私も具体的な県内鉱山に関する調査黄料を持ってい

ないので、これらの大きな課題にたちむかうわけには

いかないが、将来の基礎研究として、鉱Ill関係史資料

に散見する労働習俗や職能的技術について、主として

I!BT仁銅山の事例を参考にしながら、その概要の理解と

把握のために、いささかの所見をまじえながら報告を

試みることとしたい。

I阿仁 銅 山 経 営 の 推移

近世秋田の代表的鉱山は院内銀山と阿仁銅山であっ

たといわれるが、阿仁銅山の経営事例をみることにし

たい。

秋Ill銅山の開発経営は阿仁小沢銅山の|川発経営に始

まるといわれる。開発縁起は諸説あるが、史資料によ

れば、

「寛永14（1637）年大阪の小間物商円八郎が、キIll小

屋付近で釦を発見し、熊野山師岩見甚左術''1の鑑定を

受け、彼を山師として稼行させたが、寛文10(16701

年大阪の金主高岡八右衛門が入ってその経営を拡大し

た」（銅山木山方旧記）

「寛文10(1670)年秋田で茶船店を営んでいた北国

屋の手代高岡八右衛門が発見し稼業した」（秋田銀山

旧記）

「寛文年中(1661～1672)大阪の山flijl北|垂l屋吉右衛門

荒瀬村に分け入')、阿仁の金銀山を見つけ出す。是れ

阿仁八ケ山産金の初めにて北国屋を高岡氏ともいう。

荒瀬の山中は凡十里すべて銅山の余勢にて渡世し、凡

千口はあらん。木材には富めど稲田なし、粟、稗、蕎

麦をつくり、楢実、棚果をも採りて食う。冬は熊を追

い之を狩り取るに遠き山々を蹄えまわる。又、鹿、猿、

稀の類を取ることあり。阿仁の吉田はもと風張といへ

る村なり、元禄7年（1694）年改めらる。水無村（千

二百口）銀ill町（二千口）は家居つづき、俗に千軒と

いう。今は銀出ず銅山なり、′l､沢，真木山の二所に之

を堀る」（秋'11郡邑志）

と、しているが、いずれにせよ寛文10(1670)年よ

り北国屋手代八右衛門によって経営がはじめられ、採

堀にかかわる鉱山労|伽者は、熊野山師岩見甚左衛門以

下の移住者であったと解されている。

北国屋の経営は、いわゆる運上銀による請負山仕法

で、藩は経営に関与せず、運上役の大綱は次のようで

あった。

一、銅100貫目に付運上銀60匁

二、炭釜一筒に付役銀10匁、但炭釜役銀100匁に付

2匁2分を加う°

三、淵の払米以外の買米を禁止、米代上銀100匁に

付輝卜令3匁8分。

このような運上銀、請負山仕法（経営）による藩政

策のもとに、小沢銅山に続いて宝永7(1710)年の一

ノ又銅山開発まで、いわゆる十一ケ山が開発経営され

るに至り、名実ともに阿仁銅山の成立となったのであ

る。

当初の各山毎の請負山師は次のようであった。

小沢山、北国屋手代八右衛門。板木沢山．津軽二階

屋惣右衛門。三枚山・大阪屋手代七郎兵衛。真木沢山

泉屋手代茂兵衛。七十枚山・佐々木大兵衛。萱草・天

狗平、柵池三郎右衛門。黒滝山・菅原九郎衛門。大沢
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山・越後惣助。（注1）

このことは近世初期には比較的ゆるやかな藩政策に

より、職能的技術労働集団と提携した各地の商人や手

代が開発と経営に参加していたことを裂付ける。しか

し、藩経済政策の変化、主として各種運上銀の引上げ

などを背景に、恒常的生産収益のための講負鷲用の増

加等による、小経営者の陶汰がすすみ、元禄年間の請

負山師は当初の11人のうち、北国屋、大阪屋、中村多

冶兵衛の三人だけとなり、資本力を持った大手山師の

経営集中化がみられるようになった。

一方藩財政の窮乏に加えて、各山の銅生産の低下が

進むことで、元禄年間(1688～1703)には開発奨励策

がだされるなどしたが、結果的には藩直営方式にふみ

きることになり、直山仕法が採用されるに至った。即

ち元禄15(1702)年、惣山奉行を廃して木山方と金山

方に分け、金山方の下に銅山支配人、手代等の諸役を

設けて銅山経営支配の確立をめざすことになった。

しかし藩直営初期の規模は、抱人数2500人、出銅14

0万斤程度であったが、資金の関係上商人の協力を必

要とし、新に久保田、湊の領国商人である岩屋新左衛

門、塚本又兵衛、中村三右衛門、能登屋喜右衛門を、

手代、御用商人として登用した。しかしながら続いて

また北国屋手代加賀美半兵衛を支配人として登用せざ

るを得なかった。

その後の経過として亨保10（1725）年前後の経営実

態をみると、当時の阿仁銅山の直山は、小沢、三枚、

板木沢、ニノ又、大沢の五ケ山で、萱草、天狗平、七

拾枚、真木沢、糖内、黒滝の六ケ山は買方山とされて

いた。その産量は五ケ山で、銅130万斤、銀12万斤で

また惣直山抱人数は2638人であった。経営主体となっ

た支配構成は、2名の支配人（手代頭）の下に、金銀

請払役2名、本番役9名、舶方役2名、床屋役2名、

炭木役2名、木方役2名、売場役2名、山回役6名、

廻銅役2名、外回役1名、1帳元役2名、ほかに小沢支

配の三枚、ニノ又、板木沢、大沢四ケIll手代4名の計

38名で、二人扶持給金20両から6両までの給方であっ

た。（注2）

以上のような、銅山経営態様の変遷と管理支配確立

の進展とともに、生産効率優先による技術改善や労働

管理によって、特権的職能労働者であった鉱山労働者

の技術分担や作業工程と、その職能構成や特権にも大

きな変化と、変質をもたらすこととなった。

I I 下 財 免 許 に つ い て

近世以来一般に鉱夫衆と呼ばれた鉱山労1勅者の職能

的発生や組織についてはまだ不明な点が多いが、中世

から近世にかけての鉱山支配権の変遷過程のなかでか

な')流動的な変化のあったことが推定される。

鉱山労働者が特別な技術と特権を有する職能集団で

あるとされるものに「下財免許」といわれるものがあ

る。「慶長年中東照宮日本国中下財御免之焼印六拾|IL|

枚被下候内奥羽両国弐拾四枚被下仙台外記申者其頃定

番頭被仰付、此時山法大略定、但駿州日影沢山師六拾

1)L|人被下候也」

「下財諸国往来関所番所手山色以通行可致御免許也」

以上のような他の職能集団にもみられる縁起免許文

書であn、日本の古語で、採金、金堀人を「ケザイ」

と呼称したが、語源は未詳とされ文字は、下才、下財

芸才などがあてられている。（嬉遊笑覧に「古くは金

堀をげざいといへり、庭訓|に芸才をかけるは仮字なる

べし」等）（注3）

東照宮よ0鉱山|刺き（下財）免許焼印を64枚交付さ

れこの内、奥陸、出羽には仙台外記を頭に24枚交付し

合せて山法（一般に鉱Ill法度とよばれる）も定められ

た。また別に.駿州日影沢山師に64枚が交付された。と

いうものであるが、後段の日影沢山師64枚の交付は、

友子縁起文書などにもみられる「徳川家康が駿州合戦

に苦戦し、難を日蔭沢鉱山にさけて、命が助かった恩

賞として鉱山帥赤石明五郎にIll法53ケ条を授けて免許

を与えた」とするものと同種である。（注4）

また諸国往来の関所番所の通行についての「手山色

以」とは、鉱石の鑑別立証によって御免とする特権だ

というものである。

このことは、本来的に鉱山労働者は下財という職能

的呼称をもった一所不在の特殊技能者として諸国鉱山

を自由に移動し、または鉱山の発見や見立に活躍した

特権的技能集団組織をもっていたことを積極的に証明

しようとしたものである。免許交付を慶長年間とし、

東照宮や駿州としていることは、近世幕藩体制の確立

とその支配権を掌握した徳川政権と無縁ではない。豊

臣政権から徳川政権確立期は、日本の鉱山開発期であ

')、新しい直轄支配権の確立期でもあった。それ故に
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こそ史実を越える、縁起、免許文1#}:などの伝承文書が

よ0亜祝され、自律的職能集団としてのⅡ縦特権を

維持しようとしたものであった。

従って近世の鉱夫衆が、身分制をこえて、野武士、

浪人あつかいとして長刀（帯刀）を許されたとし、ま

た関東以北の鉱夫を「渡り鉱夫」、以南を「向鉱夫」

とする呼称別組織で､あったと理由づけられているもの

であろう。（県内の主要鉱山でもIﾘ1論1りlまで二つの交

|繁飯場をもっていたか、足尾鉱山が世i荊人となって、

渡')鉱夫、n鉱夫組織を合体して、全Iill共iiMl織集団

として同一形式の交際をする「同棚友f」制を採用し

た。「阿仁合町郷土誌」）

ここで留意したいのは、鉱夫衆の職能集団としての

発生と系譜について、少くとも中世期には鉱山に関与

したと推定される山岳修験者とのかかかわ')である。

「銅山木山方旧記」にみえる阿仁銅山発見者の大阪商

人円八郎が阿仁のf白を熊野の山師岩見甚左衛門の鑑定

を受け、彼を山師として稼行させたという記録である。

熊野の山師や岩見甚左衛門なる人物を知る手がか')の

ないのが残念であるが、阿仁銅Il｣のfill業にかかわって

金堀大工などの鉱山関係労働者が紀州熊野からの移住

者であったことは間違いないとされていることからす

れば、熊野修験系の職能集団も考えられる。また､｢秋

Ⅱ]領内諸金山箇所年数帳｣に(注5）仙北郡大沢金山

山師上桧木内村来光院。雄勝郡松岡鉱山内白山平銀山

受山松岡村山伏重善、同半七、同情兵衛、同三七等の

記述があn、明らかに山伏、修験者が近世初期の鉱山

でIll帥として稼業していた事実があり、合せて今後の

課題としたい。

また一般に、鉱山労働者の職能分担や技術について

系譜や内容か明らかにされていない理Illとして、それ

らが秘伝として相伝されるものであったからである。

そのことは次の「赤穂氏下財聞書」の序文によっても

知ることができる。

「予幼年の頃よnして父母に随い銅Ujに韮はれ父祖

より札l伝ふる処の下財の業を間覚えなほ壮年に至り各

有る金堀に毎事尋ね問い其道を学び是を我I]m中に秘し

て唯一身の日用たりなんの望みなれば表溜たる事一つ

も無し然れ共愚息に伝ふくきのために今や既に方寸

の1〃を間きて表現す、凡そ下財を営み世を渡者も農工

商の道は畏て知らず十国十Illを家として一生を送る

然れ共其筋道に暗き時は必諸人の先達に立がたからん

か鹿1を年'!に束M椛現御定の決式往昔明暦二年出羽

国秋Ⅱl郡向銀山に足場定伊予国別州立川佐渡国金山

紀州熊野銅山丹波|玉l生野銅|｣｣等に流義定夫より諸国諸

l｣Iに法式定まる中にも日本の始は金花山より黄金を

内裏に奉りし式を柴めてより今世に行はるる流義は

岩戸開流外記流振袖流とし三派有中でも岩戸開流

は宗元にして専ら神道を学び遷して教を世に残す然

るに予既に五十才に及び余命久しからざる事を思ひ方

-,｣胸'I'に貯ふる所の九牛が一毛愚息の愛情におぼれ後

人の誹をも職ず一IIIIとして微言を筆にとどめ残して金

堀の一助とす」1皇時天明五年乙己正月吉日

赤穂氏満矩（注6）

鉱山技法についてはすべて実地口伝を原則としたこ

とから、たとえ九牛の一毛たりとも記述伝承すること

は同業後人の排を'受けることであった。また文中の技

法流儀について、岩戸開、外記、振袖流の三派をあげ

宗元を赤穂氏相伝の神道学派による岩戸開流としてい

るが、外記流とは、下財免許文書にみえる東脈宮派仙

台外記の遺風と考えられるので、振袖流は駿洲日蔭沢

明石氏等の技法派に擬定されるものであろうか。

仙台外記については、伝説的人物ともされて実態を

知る資料はないがわずかに、「秋田領内諸金山筒所年

数帳」に、仙北郡黒沢村水平見立金山と、秋田郡大阿

仁荒瀬村、十二崎兇立金山が、仙台外記の稼山、見立

山と記録されているが残念ながら年月不詳である。

Ill鉱山法度（山法）について

請負山、直Ill経営にかかわらず、鉱山労|勤者が、特

殊技能をもった、職能集団として特異な存在性を持続
しき

し、鋪を中心とする稼山では山小屋を居住として集団

的管理生活を余儀なくされたことで､彼等が雌H1ｲ'1仏と

して権威づけた山法は、近-世における法制史上の特異

な問題と考えられるが、法社会学的素養をもたない私

には今ただちに考察を試みることができない。また残

念ながら原資料に恵まれていない実情でもある。

幸い手元の文献溢料に秋田県内にかかわる抄録が散

見するので以下に引用して参考としたい。

ただ問巡点として、近世雑藩体制の法支配秩序とど

のようにかかわっていたか（このことは院|ﾉ1、阿仁鉱

山の事例によって一部考察の手がかりはある）さらに
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内容の詳細と自律的規範性が、どの程度鉱山労働者集

団に侵透し、実効を発揮していたかその実態把握が可

能であるか。また中世的体罰主義が集団連帯の秩序維

持に有効性を発揮できていたかどうか。あるいは下財

免許にみられるようにたんなる伝承的権威規範として

空文化していただけなのか。などが指摘できるであろ

う。（引用は「古事類苑』金山部「鉱山聞書」『秋川

県史」第三冊大正補金山肺「第二章,詣山の搬衰及び法

度」によるものである｡）

梅津政景日記に「院内町中法度五ケ条、書札を立申

候。

一、喧嘩・口論仕間敷事。

一、諸勝負堅停止之事。

一、山師・町人、入篭に小屋不可懸事。

一、山師・商人・諸細工・大工。ほりこ・石は

たき・板取等之外、宿致間敷事。

一、盗賊人於有之は注進可仕。たとへ同類たり

といふとも、其科をゆるし、ほうび可出事。

右之旨於相背輩は、可為曲事者也、イル如件。

元和三年七月十九日

益 戸勘 解由

堀尾嘉右衛門

梅津主馬

古事類苑鉱山聞害日、御制札・称II目安箱共、今に秋

Ill銅山之内小沢銅山・真木沢銅111．銀山I｢Iは、御代

頭三ケ所に有之候。

御制札

一、喧嘩・口論令停止事。

一、諸勝負・博変、堅令停止事。

一、公儀御定・御法式、可相守事。

一、他山よ')買石令停止事。

一、他山へ売石令停止事。

一、山師・山先之外、山内刀・I〃差入間敷事。

側、公用たt)ともI渦士Ill用之外、山|ﾉ1入間蚊iv.

一、諸勤進・乞食、入間敷事。

一、御山例堅可相守事。

一、悪党者抱置間敷事。

右峰々堅可相守､若相背候者於有之者､可為|H1事者也。

奉行
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御目安札

一、｜｣｣内取扱、非道之義有之鍬、又は訴申出候義、

上に雌届義有之候は雷、此箱に訴状を入可申出事。

一、金銀之絃に当り、Il｣師者勿論、買石隠密に堀取

御売山不相立有之者、早速訴可申出候。誉同類た

りとも其科ゆるし、褒美可被下候事。

以上

奉行

右御札へ、高さ弐尺、長さ三尺、1冊壱尺之箱上に

長き穴を明、錠を卸し、御札場に有之。但、御目

安は、入候もの、名判無之時者、御取立無之事。

壱重封は御奉行、二重封者御老中迄上る、三重封

者惟I直訴也。鍵は御上に納る也・

尾去沢銅山御敷内二十七ケ条

一、繋角送候者。諜判之科に準。

一、金格子破候者。関所破之科に準。

一、番欠・切羽明け候者。出仕供先欠候科に準。

右三ケ条之科は至て重き故、是を三法と巾候て、山

内引廻之上、耳.・卵取、片盤剃、追Ill、永代張紙之

法に御座候。

一、人殺は、死罪に相行候。

一、金道具諏。盗賊之科也。是は引筋切、片稗剃、

迫山之法に御座候。

一、l喧嘩・口術仕、為怪我候者。ホII手薄手に候へば、

両追放、イⅡ手深手に候へば、薬用Ill付、快気見屈之

上、為怪我致候者、片髪剃、朱を差、追山之法に御

座候。但、及死命候時は、人殺之科に準。

一、棚流し・研廻。片髭剃、追[I｣之法に御座候。

一、人釣出し候者。片蟹剃、耳・鼻収、追山之法に

御座候。

一、噛外欠落・迦し荷。棚下にして追山、尤、科之

軽重有之、山内相椛申候。

一、他役所掛之者へ無調法諸渡者之違乱、山方へ不

Ill出ｲ11募、台所諸役所相駁し候者。理非に不拘、片

賛剃、追山之法に御座候。

一、冊切羽堀・根入尻堀ｲ|炎者。片醤剃、迫Ill之法に

御座候。
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一、諸願之徒党又は越訴。

右者、片髪剃、耳・押取、追山、永代張紙之法に

御座候。

一、他山より買石、他山へ売石。

右者、片髪剃、耳・外取、追山、永代張紙、金工

買師は、家財梁下取上之法に御座候。

一、金工・買帥、自分拘之者無調法有之節は、一灘

組合相断、床屋井検断・町頭迄r|i出候は､｡、Ill方

役所迄訴、其上科之軽亜に随ひ、蝿下にいたし可致

仕置事。

我倦に仕祇いたし、｜､f我又は命にｲII拘時は、金工

・買師之者可為越度事。

組合加談を得、一沢之取扱に朴|及、棚下にいたし

候はf、家並よI)番を付可相扱。

科之軽重は、[I｣へ訴え上、可取計定に御座候。

一、廊下研皿し・棚切流之者。樋下にして、追Ill之

法に御座候。

但、金工・買帥は、為過料、其鋪取Iﾘlけ、招方可

叩付定に御座候。

一、鵬金銀・以催卜砂・以Ill色・隠荷。

右者、片費剃、追山之法に御座候。

一、金工・買師無調法有之、追山之節、未進貸有之

時は、梁下押取_上之法に御座候。

一、鋪内不働、役人下知を背候者。金工・買帥召放

腰細下にして、追山之法に御座候。

一、他所他Illにて科いたし、又は人を痛め、術等致

候汚たりとも、其山内に不拘義は、無ｲ隈{拘、為|動

HI候。（佃、追人参り候も、召補進め間敬法令也｡）

一、働之者無調法有之、棚下に及候共、鍛冶屋へ駈

込候は､｡、追入取押niir.i倣事。

一、喧嘩有之共、大工部屋へ、無断、役人駈込怪我

致候ても、役人之越度に御座候。

一、間夫密通之御法は、両追放に御座{|炎。

一、諸勝負・博変之1喧嘩は、宿致候者可為越度、棚

下にして追山之法に御座候。

一、刃物を以順1雌致候者。釣棚を懸、ノナ髪剃、迫山

之法に御座候。

一、山内出入之義は、柵刀令停止候事、総て無川之

者不可入事等は、山例に有之通、イa犯Il炎者は、取押

追II｣之法に御座候。

一、荷持劉課門番所。十分一番所之義は、札表に随

ひ、門制箇条有之事に御座候。

Ⅳ 鉱 山 労 働 者 の 職 能 と 作 業 分 担 に

‐ついて

近世初期の日本の鉱山の概況として「当時鉱山ハ孫

府ノ所管二係ルモノト、諸侯ノ所有二係ルモノト、人

民ノ所有二係ルモノトノ別アリテ、其鉱Ill内ノ経営設

備亦多少ノ差違アリシト雌モ、其開堀ノ方法、撰鉱､陶

汰ノノJ法、及ビ職員工夫ノ執務、生活ノ状態等ハ、各

坑概シテ相以タリシモノノ如シ」（鉱山剛書）

「i-Rl中稼業銅Illの主要なるもの貞享2(1685)年34

ケ所となる全国銅の総産額は九百万斤にして、之よ'I

得たる絞銀は七I'l賞なり。銅産額中、九分の一は内国

用として消費し、其の余は尽〈長崎に向けられたり。

当時銅山労働者は約20万人、炭焼約10万人、大阪銅屋

職工約1万人なりしと詔ふ」（日本古代鉱業編）と

記録されている。

また職能的特権については、「山先と云は其山初て

見立て注進致たる者、其山搬に及ぶ時御扶持被下、御

見分御役人御出節は、山先案内il］也、是を金山古人と

云、勤方宣敷時は、幣刀御免被下置候」

「銅Ill三役と巾は、山方、釘1万、床屋方是を云、Ill内

之爪役也」（鉱山聞書）等の記録があり、発見者

としての山先・諭負山師の「Uj方」と労|勅分担の統率

者としての「鋤方」「床屋方」を三役と称して同等と

みなされていた。

鉱|||労働は大きくは二つにわけられ､｢鋪働｣といわれ

る坑内作業と、「岡|側｣といわれる坑外作業である。

坑|ﾉ1労|側は、一坑内即ち「鋪」単位で行なわれるこ

とが間例であり、金名子か統率して請負管理にあたり

作業職棚の概要は次のようであった。

①金大工（鉱脈当りの鉱ｲ'採堀）

②堀f(坑遡のr.f-i堀、煙抜、水抜鉱ｲ1運搬）

③鍛冶（坑内道具の製作修理）

④イiからみ（鉱石の砕(I、撰鉱、女子労働）

⑤仙番（連絡世話役）

採鉱、搬出、撰鉱によって、銅鉱子,･となる拍を生庇

するものである。

M棚とよばれる坑外作柴は、この釦から111.銅（荒銅）

を熔鉱、精錬することが主要作業である。

①釜人工（紬を熔かす焼絵作業）
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木崎和腰

②寸吹大工（熔粕からの粘釧床大工ともいう）

③真吹大工（〃）

④釜手子（焼釜の補助作業）

⑤吹手子（吹床の補助作業）

⑥ふい子差（熔鉱、精銅のふい]参・作業）

○鋤内の労|動について

金、銀、銅、鉛、鉄鉱Il｣とも,',くから金Illと称され

採堀（採鉱）は大方同じであったとされる。
LS z.§K

金山の坑道を「鋪」または「間歩」ともいったか

近世では「鋪｣が一般的に定着したようにみえる。
らんぐい

MmにはIﾉﾘ水柱をたて、上と左ｲiの三方に乱株とよ

ぶ矢木をいれるが、矢木の数はIll本づつとされ、上の

矢木は、けしよう木ともいった。この鋪11を「fflつ留
たてか，を

11」とよんだ。鋪の天地高を堅加勢、左右rliを横加勢

といい、内部を廊下ともいった。留口からの掘行を本
ぬき

瀞といい、途中脇口を堀るのを横番、検閲といい、そ

こからまた口堀するのを孫横番、ともいった。また階
がん

段状に堀下げたものは雁木、井戸のように堀下げたも
つるくさげ

のは釣瓶下とよばれたが、いずれも本悉舗の文|肥のう

ちであった。採鉱場を切場・堀場といい、天Il-を冠と

いい、左をノミ手、右を鎚手、鉱脈'Ijの鉱線を金筋と

いった。鋪内からの鉛の搬出は、蓮かますを川い、蓮

かます1枚を1本といい、蓮1枚を二つにしたものを

二つ切、三つにしたのを三つ切とよび、l荷、2荷と

数えられた。狛以外の土ｲiはズリといって坑外に運び

だして捨てられた。

鋪内労働は、鉱脈に当1)ながら坑道を堀開き、崩落

防ihの留水や幣備にあた1)、鉱ｲl'や土ｲ｢を搬川する作

業をする堀子の普請方。それぞれの切場で鉱石を

採堀する金大工の堀方からなりたっている。作業仕組

は杵通1日を6交代とされたので鋪Iﾉﾘは4時lHl労働で

あった。iibmm日を、3B～121まで初10日、130

～22日まで中1(1日、23日～翌月JIIまで末10日と定め

3のHを入山、2の日は荷分ljといって堀鉛を売買ま

たは上納するため休日とされたので、9B稼のl日休

といわれ、小の月の末1011は8II橡であった。

また作業能率をあげるため、火棚普請、鉢合堀

u月堀、さっさ堀など、一極のノルマ契約の競争作業

なども行なわれて、よい成果があれば褒美銀という報

悩があ')不可の場合は過怠引として11金の一割が減じ

られるなどの仕iIIもあった。

坑内作業には、噸にかぶ"Iものをし、｜腰にはI")唾とよ

ぶワラの)ﾉLあてをつけ、根Illp)のﾉl､竹に火をともした

ものを!!uiii|とした。

（近世の坑内での照'ﾘlは一般的にはサザエ貝に鯨洲i

などの灯油を151ヅ冊pの番'1､屋でもらいうけたとされ

るが、秋llIﾘ,'.lﾉjの鉱Il｣、とりわけ阿仁銅Ujで･は、森i'l

Ill周辺のIll竹、すなわち根llh竹を買あげ、小荊乾燥し

たものを､｢竹あかし」として仙川した。手作業でfに

持てない時は11にくわえた0、堀-ﾉ作業でi^-l定する｣ル

合は、ひとりfりの*,1,1二を打ちつけてそれにつきさす力．

法であった。）

ただし坑道が深くなった')、複雑な場合は空気の流

辿が悪く、灯が消えることが多かった。これを風廻し
けたえ

が悪い、または気絶といって危険祝して、急ぎ逃げ

かえったとされる。このため本番鋪とはりIIに、脇ﾉに

風廻し11を堀って、所々に本番鋪と結ぶ、尺八とよぶ

rr通穴を作って空気の流通をはかり、生命と雌Ill]の確

保にあたるﾉj法がとられ､これを｢煙抜|H1切｣といった。

それでも坑Iﾉ1の労働環境は悪く、灯1ﾘlによるilllに

加えて、普i滴、採堀による石蝿（粉じん）の充dll'Iによ

I)坑内労働将は、これらの‘煙毒におかされ、flrti臆、淡

咳を恐い、労働寿命も郷かく、いずれも卸命であった。

これは、「ヨロケ」「煉り病い」などとおそれられた

不倫の職業ﾘnであった。

また深堀がすすむと、湧水が多くみられるので排水

の工夫もなされ、燃抜と同じ「水抜間切」が別にmi堀

され、大きいものは特に「大切」とよばれた。坑道が
とい

複雑で切場に尚低が得られない場合は、戸ｲﾙで水を汲

みあげたり、水神舟という大型のｲ1を幾つかIll通して、

これに手'111で水を汲みあげ､次々に汲み移して、水抜に
てぐり

排水する方法などがとられたが、これを｢手繰水枠」

などといい､雌作業でもあった｡後には、滑叩などを利

用した汲|・・げや、水筒ポンプの技術改善がすすんだと

される。

これらの鋪|ﾉ､l労|伽の経'荷↑fPV.について、阿仁銅Illの

藩'鴬n'dliのfl:様契約をみると、

「金名子ハ鋤主二而大工堀子等入川之人数他'Ⅷ炎ヲ

11二三j史宛人:数洲ヲ致扶持方其外入川之mm川台Iﾘiヨ

リ金名I'共ilﾆｲII漉候、右人数壱ケ月平均三斗扶持二Ill

銀拾I川匁与定、右銀之内補色御買物no二而ﾎII渡候分従
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帝壱貰'1二及可*上指柚比紬而荷納候様二定Ill渡J二釦

一荷銀弐匁八分不納壱荷Il｣銀壱lﾉq分二定一略」

（注7）のようであった。金満i--は、鋤主としてtill

の下に大工・堀『･以下の労1勅荷を抱えて、その生橘と

労|刺生藤の一切を掌握していたが、h'JII.↑にIll接的jl雄

経営の責征者として支Ill'機描に細みこまれていたので

ある。寛保3（1743）年における小沢Illの規棋は、金

名1'･29人とその下の労働渦･は1,716人であった。

労働肴の飯米1*fl1人3斗)I淵維V(はnil渡しﾉﾉ

式とはいうものの、イjHlの』kmm荷の脱iliUがあり、余

橘j'･もまた鋪主としての*間搾取的|ﾉ|ﾐ格をもっていた

ことで、かなg苛酷な労側条件か課せられたものであ

った。これらの労|仙稀はそれぞれ所属する鋪外の山中に

柵州をしたtU小脆に生橘し、川人を脇祝される環境に

あった。命名T-の脈務もまたこれら労1伽者の'溢腎と、

抱労1伽新のill総確保であった。享保7(1722)<|主の阿

仁惣直u｣人数は馴女3,447人であったか、享保10(17251

年には2，638人と800人の減少がみられる。

内訳は男1,741人、女897人で､女が男の､|と数以下で、

''1然的人11減少がすすむことになった。天日)|3～4

（1783～4）年の飢鯉には、「労働者|ﾉ4散、出銅皆無」

という惨状に見舞われるIf態であった。このような傾

向は後期の文化9(1812)年になってもみられる。「Ill

111之者御改以前之借銭不少有之､殊二職,flj而騨方雌渋ノ

故七汀批文の併銭願出許可」のように稼業条件は改善

されなかった。更には､｢婿取候希ヘハ拾蘭文拝借、嫁

取候者ヘハ五黄文位拝借許」という苦'ｸﾘの策で労働者

の定着、確保をi汁らざるを得なかったのである（注8）

このことは同時に生産低~ドと、銅Ill維営の悠化をも

たらすものであったから、藩維'脚･の''1で積極的な技術

改博をともなう、合理化政策が*期以降にすすむこと

となった。平賀源Iﾉ､l、,'flll理兵術（安永2年-1773)

の招へいによる経'尚技術改善、翌安永3年の銅吹銀絞

斬技術の導入のため、大坂屋久左衛nとの提挑による

｢iH蛮吹｣の採川。（この技術i県入交渉は秘密抑に進め

られ、安永3年,荊迩具一切と北灰まで用意した大阪雌

手代善術I"l他7閥の細I二人が、9月に('twillにおいて

拭吹に成功したというものであった｡）（注9）

IH蛮吹の採川、成功によ')、紺に本格的銀絞吹処と

して二､ソ#荷揚場に「龍Ill精錬Iﾘrjが、大阪雌の手に

よって雌!没され淡水4(1775)fr-12)|から操業をl刑姑

表1寛政元年'17891銅山労1伽種別

|作業仰l工稀||作業場｜備考

工
ｒ
女
下
ｆ
取
取
工
掛
川
取
負
工
前
差
鴨
汲
負
工
差
汲
汰
川

場
色
板
継
拍

畦
吹
一
、
｝
炭
大
ご
吹
い

，

ｂ

大
堀
金
舶
洗
川
並
釜
衆
焼
舟
紬
素
素
ふ
木
水
釦
典
ふ
水
川
＃

採堀

îl'l搬,t,

僻鉱

迎搬

洗鉱

批鉱

内

]坑１
２
３
４
５
６
７
８
９
脚
、
皿
昭
Ｍ
鴫
舶
Ⅳ
肥
四
加
皿
蛇
瀦

余 場 一
展
一
展

日
日

汰場

－
ｊ
三

１
１焼釦§ 釜場

一
展
一
展
一
展
一
展

日
日
Ｈ
日

肌
Ⅸ
、
択
岐
収
一

＃
今
蛮
ｗ
ｊ

汰場■
Ⅱ
酉
も
、
蛤
７
、

川
釦
棚

床屋粘鉱精錬

日雇

日雇

日ノ催

大阿仁銅山取扱ﾉ了明細書（古河林業事務所蔵）

（阿化合町郷土誌所仙）

した。

Illざ上有箔な九代藩主佐竹義#Ⅱによる寛政殖旅興業政

碓の｢|'ですすめられた銅Ill改革も内容的には経営↑̂ 'I'

n川節約を中心とする合理化政策にとどま0、新鉱脈

開発や、姉内普術の改善などの枝極的政策はみられな

かったのである。

ただ以上のような経'閥･変遷の過催で注目されること

は、鉱Ill労働者の、作業轍抑の分業化、細分化の傾lhl

が大はばにすすみ、加えて作業工程の中に職能的技術

を必要としない、・女性をふくむ、単純日雇労1測者がこ

れまた火はばに琳加したことであった。（表1参照）
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V阿仁鉱山作業絵図 について

近世後期から近代初期に製作された秋田県内の主要

鉱山の作業風景を記録した絵図として、阿仁鉱山、院

内銀山、荒川鉱山、尾去沢鉱山のものが現存している

このうち製作者の署名のあるものは「院内銀山構内

作業図」安政3（1865）年、秋田藩鉱山奉征大貫忠訴

筆。「荒川鉱山作業絵図」（掛け物二|幅）明治22（18

89）年、平福穂庵筆の二点で、秋田大学附属鉱業博物

館に収蔵されている。尾去沢鉱山用具とともに、秋田

県有形民俗文化財指定の「尾去沢鉱山絵図」（鹿角市

尾去沢公民館蔵）は、官服の人物を一部拙〈などの図

柄から明治初期のものと推定される。「阿仁鉱山作業

絵図」（秋田県立博物館蔵）は製作者は不明であるが

図柄・内容などから考えて江戸後期の製作と推定され

る。五城目町荒川家、山本町広1階家にも同種の模写絵

図があI)、広'幡家絵図には「嘉永四（1851）年伊藤東

三郎写之」の補記がみられる。これら絵図の特徴はヨ

ーロッパからの近代鉱山開発技術導入以前の、近世鉱

山労働の姿が克明に描かれていることである。坑道内

の作業と照明具、砕石、撰鉱、運搬に従事する多くの

婦人労働者、焼釜による熔鉱、吹床、粗銅の管理運搬

などの作業工程と分担、それに服装もふくめての労働

習俗を知る上で貴重な記録資料といえる。

次に当館が所蔵する「阿仁鉱山作業絵図」（紙本蒋

色、長サ574.0o/"×巾31.3oγ"）の鋪口から舟降りまでの

絵図面の中から、主な部分の解説紹介を試みることと

したい。

1．鋪口と金揚（写真1）

古い時代の採堀は露頭堀や小さな穴堀であったが、

近世の鉱山ではほとんど鉱脈伝いに坑道堀が行われる

ようになった。坑道を鋪とよび、規模は高サ10尺幅8

尺を最大に、8尺×6尺、6尺×4尺程度であった。

鋪口は四､ｿ留口として重視され番小屋が監視した。切

場で採堀する金大工・坑道堀や鉱石を搬出した堀子が

あかし竹を照明として働いた。鉱石は蓮カマスやエブ

というワラ製の背負具で、金場という砕鉱場に運びこ

まれた。銀、銅分をふくんだ鉱石を紬といい、鉱石以

外の土石はズリといって捨てさった。砕鉱作業はほと

んど婦人の手で行われ、金場女といわれた。

2．撰鉱・策場（写真2）

先の採鉱、搬出、砕鉱の金場までは鋪働といって、

金名子という鋪主の請負監督する坑内作業とされ、そ

の後の作業は岡働として区別された。

金場で砕石された釣をさらに選別する作業場で「汰

り分ケタル土石を砕ミ又鉛ヲ選リ分ル図」「洗子トモ

釦ト土石トヲ陶汰シテ鍛上上ル図」「鍛ヒタル釦ヲ舶

蔵へ運ブ図」と三場面を描きわけている。砕み、洗い

を繰り返して釦を選別した様子が知られるが、銅釦は

砕鉱して水洗いで土石を分ける程度であったので、こ

のような派洗い撰別は銀鉛であろう。金場、洗場の作

業は日雇女子の仕事とされ、I燕時には惣llIで日雇の女

子労働者が千名近くいたことが知られている。

3．焼釜一銅舘の焼方一（写真3）

撰鉱された銅舶は、カマドのように造られた焼釜で

焼あげるのである。「焼釜へ薪ヲ積ミ鉛ヲ水ニテ子リ

合セ燃立ル図」としている。

銅焼釜は高サ6～7尺径4～5尺を普通とした。釜

の内側に薪をたてならべ、更に中数の薪をいれ、それ

に水ねりでかためた鉛をいれ、その上にまた、炭、薪

さらに釦をと釜いつぱいに重ね積みして、フイゴを使

って火を燃したてるのである。釜には水をうった垂や

策でブタをするが、風穴など釜の造りが悪ければ、焼

むらがでるなど仕上りが悪いとされた。焼あがった紬

は釜から汲みあげて、モッコとよぶ木製桁型の背負具

で次の吹床に運ばれた。

4．吹床一寸吹（写真4）

焼舶を'1欠熔かして粗銅に仕_上げる作業を吹立といい

この作業場を床屋といった。岡働の中心的作業であっ

た。特殊な技術を要するので、ここで･は床大工とよば

れる技術労働者が中心であった。地面を掘りさげた炉

穴を木炭粉、木灰をつき合せた*fi土で吹床に仕上げ、

これに木炭をいれ、フイゴで火勢を強めながら焼納を

湯状に熔かすのである。およそ5～6時間で火を止め

上ずみのカラミをかきだし、水をかけて1番上のふた

カラミを取り捨て、水を打ちながら、かたまりかけた

熔銅を竿鍵で次々にはぎとるのである。これを錐（か

わ・ひ）といい、1吹に4～50枚を取I)、底に残った床

尻銅は直ちに水舟で冷すのである。寸吹した鉛をもう

一度吹III.す点吹法があるが阿仁では天保2(1831)年以

後やめたという。

5阿仁銅山から篭山精錬所へ(写真5）

秋lll藩では安永2(1733)年江戸の博物学者平n源
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近llt秋川における鉱山労働について

内と石見銀山のIll師吉川理兵衛を、鉱Ill経営と技術改善

のために招き、阿仁銅Il｣で山下流の銀絞法の伝授を受

けたが、翌3年に、大阪の銅吹屋大阪屍に交渉し大阪屋

r代↑'詩,術門以下7名の技術者を阿仁銅Illにいれ、大

阪銅吹屋仲間の秘法南蛮吹を試みた。それは秋川産銅

が含銀量の多いことからで、南蛮吹は粗鋼に鉛をhnx.

灰吹する銀絞技法であった。そのため多量の鉛を必要

とすることから、太良鉛Illの藤琴Illと阿仁Illが米代Ill

に介流する二､ｿ井荷上場の地を選んで随|||精錬所を建

設し、銀生産のI笥率化をはかることにした。阿仁では

+吹した粗銅を水無の銅職から多くの川舟を使って、

ntlllに運びこむようになった。
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「銅山木I｣方|日記」

『秋田県史」大正篇第三冊「金山所篇諸山の盛

衰及法度」秋田県

「古事類苑」金山部「鉱山上・鉱Hil州書」明治

44年（昭和53年複刻）吉川弘文館

同上

『秋田県史」大正締第三冊「金山踊付録」

『秋田県史」大正蔚第三冊「金山篇諸金山の

方相鑑定説｣｢古事類苑」金山部・「鉱山上・鉱

山聞書」

「銅山木Ill方旧記」

「近世における鉱業政策についての考察」佐々

木潤之肋『阿仁合町郷土誌」所仙抄録

「羽後Iid施山精錬所についての一考察」佐々木

正勇「阿仁合町郷土誌」所赦抄録
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「近世における鉱冒唯政策についての考察」佐々
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